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　（８）　Ｔｏｍ ｉｓ ｓｏｒｔ ｏｆ ａ ｂａｃｈｅｌｏｒ．






手の処理労力を軽減するといわれる ｓｏｒｔ ｏｆ や ｌｉｋｅ が、逆に聞き手の処理労力を高めてしまう場合
もあることを東森・吉村（2００３）は指摘している。
　（９）ａ．Ｉ ｔｈｉｎｋ ｗｅʼｄ ｂｅｔｔｅｒ ｏｕｒｓｅｌｖｅｓ， ｌｉｋｅ．
　　　　ｂ．Ｔｈｉｓ ｗｏｍａｎ ｄｏｅｓｎʼｔ ｋｎｏｗ ａｎｙｔｈｉｎｇ， ｌｉｋｅ． （東森・吉村2００３：11５）












































ルース・トーク用法 話し手のフェイス 聞き手のフェイス 情報処理にかかる労力
ＬＴ１ 【ＰＦ＋】・【ＰＦ－】 なし 減少
ＬＴ２ 【ＰＦ－】 【ＰＦ＋】 増大
































































いくって [ ほうが ]











































　　　　ＹＹＹ００４：＠ { あはは笑い }
　　　　Ｍ１Ｋ０1０：もうだから、限られた男の子とだけしゃべってた．









































































１　秋元（2００３）の言葉を借りれば、例えば、“ｈａｖｅ ａ ｌｅｔｔｅｒ ｔｏ ｗｒｉｔｅ” は「所有＋目的を表す付加詞」という
構造を持っていたが、“ｌｅｔｔｅｒ” が非指示的であるために “ｈａｖｅ” の所有の意味が弱まり（漂白され）、義務



















｢＠｣：笑いを表す。笑いの質を表した場合、｢＠ { へへへ笑い }｣ のように表す。
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